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研究成果の概要（和文）： 勝山ニホンザル集団において、連続16年間にわたりオトナ間の毛づくろいデータの
収集を継続し、各個体の親和関係の継続性、消滅などを描き出すことを試みた。その結果、例えば、オトナの娘
は加齢に伴い、自分の子の数が増えていくと、母や姉妹との関係性が薄れるが、逆に、高齢母の死亡によって、
一時的であってもオトナの姉妹間の関係が親密になることを明らかにした。
　飼育ワオキツネザル集団では、出産によって、一時的にオトナメスの近接性が高まることも明らかにした。
　ニホンザルの近縁種のトクモンキーは、ニホンザルよりも広い近接関係を維持すること、ゴリラのオトナの近
接関係は長期にわたり安定していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： Grooming interactions had been recorded for 16 consective years in the 
Katsuyama free-ranging group of Japanese monkeys. Based on the data, for example, we found that 
mother-adult daughter interactions were less likely to decrease with theincreasing number of 
daughters' offspring, but that directly after the death of an old mother, interactions among her 
adult daughters increased, albeit temporalily. In captive groups of ring-tailed lemuras, 
relationships among females with their babies became more cohesive than before giving birth. 
 In two groups of Toque mocaques, their socila relationships are more cohesive than those of 
Japanese macaques. We also found that adult group members of captive gorillas were very likely to 
maintain their proximity relationships with particular individuals for year.
 

研究分野：霊長類学

キーワード： ニホンザル　毛づくろい　長期縦断研究　個体識別　親和関係　ゴリラ　ワオキツネザル

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 ヒト以外の動物で、集団内の全てのオトナを数年以上にわたって観察し、個体の社会関係の変動を記録したも
のは限られている。本研究では、勝山ニホンザル集団を対象にして16年間にわたってオトナ個体それぞれの毛づ
くろい関係を記録し、その結果、10年を超える縦断的データが分析可能となった個体は20を超える。このような
長期縦断研究から、これまで明らかになっていないニホンザルの親和関係の継続性がそれぞれの個体の生存にも
重要であることが、実証できると思われる。1年の一時期に出産期が限定されるワオキツネザルは、出産期に
は、出産したメスだけでなく、集団全体の近接性が高まることが確認された。
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１． 研究開始当初の背景 
研究代表者の中道は、勝山ニホンザル集団（岡山県真庭市、集団の個体数：127 頭）におい
て 2003 年から 2013 年までの連続 11 年間にわたりオトナの親和関係データを記録してきた。
本研究課題の期間の 5 年間も合わせた連続 16 年間のデータを基に、集団の中で暮らすニホン
ザルのすべてのオトナメスを対象にして、個体レベルで親和関係の形成・維持・消失、再形成
のプロセス、そして、母から娘への世代を超えた親和関係の継承を定量的に描き出すことを目
指した。従来の研究では、このような長期縦断研究は皆無に等しく、今回のデータは貴重なも
のとなるはずである。 
進化的に最も早期に霊長類の共通祖先から分岐した原猿のワオキツネザルはニホンザルと同
じく母系血縁集団を形成する。ワオキツネザル飼育 2集団（日本モンキーセンター）を対象に、
親和関係の記録を行い、原猿類における親和関係の形成・維持・消失を個体レベルで明らかに
することを目指す。なお、本研究課題の採択後に、研究代表者が行っている飼育ゴリラ集団の
長期縦断研究とトクモンキーの近接関係の研究を追加した。 
 
 
２．研究の目的 
勝山ニホンザル集団（岡山県真庭市）においてすべてのオトナを対象として、研究代表者（中
道）が 2003年から 2018年までの連続 16年間にわたり親和関係の主要な指標である毛づくろ
いを記録してきた。その結果、20頭を超えるメスザルにおいて 10年以上の縦断的データを収
集することができた。これらを基に、個体レベルでの親和関係の持続性の有無、親しい個体の
死亡などで集団からいなくなった時、すなわち、親しい個体の喪失とその後の新しいパートナ
ーとの親しい関係の形成、さらには、母ザルの持つ他個体との親和関係が娘に継続されるのか、
つまり親和関係の世代継承までを視野に入れた種々の疑問点を明らかにすることを目指した。 
ニホンザルと同じく、母系血縁が中心となる社会構造を有する原猿のワオキツネザル飼育 2
集団（日本モンキーセンター）を対象に、出産期前後の親和関係の記録を行い、原猿類におけ
る親和関係を明らかにすることを目指した。さらに、研究代表者が 1997 年から継続研究して
いる飼育ゴリラ集団（アメリカ・カリフォルニア州サンディエゴ、サンディエゴ・サファリパ
ーク）での縦断的な近接関係の分析も行った。また、ニホンザルと近縁なトクモンキーを対象
に、限定した期間ではあるがその親和関係を分析し、ニホンザルと比較を行った。 

 
 
３．研究の方法 
（１）勝山ニホンザル集団（岡山県真庭市）：6歳以上のオトナメスあるいは 5歳で出産したメ
スの全頭と 6歳以上のオトナオスを対象に、集団が餌場滞在中に 20分を 1セッションとして、
毛づくろいペアを記録した。この方法で、2003年以降、連続 16年間にわたり、毎年 3月末か
ら 10月上旬の期間に毛づくろいエピソードを記録した。毎年、1000から 3000エピソードを
記録し、それらを分析対象とした。 
 
（２）飼育ワオキツネザル集団（日本モンキーセンター：愛知県犬山市）：2013 年 11 月から
2014年 9月までの期間に、120日間の観察を実施した（2014年の観察に関して、本研究の経
費を用いた）。2集団の 45頭を対象に個体追跡観察を実施し、総観察時間は 303時間となった。
個体追跡観察の際に、親和行動と敵対行動を記録し、それらの行動の単位時間当たりの生起頻
度を算出した。 
 
（３）飼育ゴリラ集団（サンディエゴ・サファリ・パーク）：1997年からほぼ毎年、1回 1週
間から 2週間の観察を 2回実施している飼育ゴリラ集団を対象に、1歳以上の子どもから老齢
メス（61歳）までの全ての個体（8頭から 12頭）の 5m以内の近接関係を 1時間に 1回の頻
度で、センサス法で記録した。この近接データを基に、個体間の近接関係を明らかにした。さ
らに、飼育担当者による毎朝の個体チェックの際に、各個体がどの部屋にいるかという情報を
基に、個体間の同室率を算出し、屋外の放飼場での近接関係と比較した。 
 
（４）飼育トクモンキー集団（ときわ動物園、山口県宇部市）：2集団 14頭の全てを対象に個
体追跡観察を実施し、近接や毛づくろいを記録し、親和関係を明らかにした。2017 年 9 月、
10月の 24日間に、132時間の観察を実施した。 
 
 
４．研究成果 
（１） 勝山ニホンザル集団における 3頭毛づくろい 
 ニホンザルの毛づくろいは通常毛づ
くろいをする個体と受ける個体の2頭で
行われる。本研究では、総計 2万エピソ
ード以上の毛づくろいを記録している

3 頭毛づくろい：(左)Lタイプ、(右)TO タイプ。 
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ため、分析はまだ進んでいない。他方、通常の 2頭間の毛づくろいに対して、ニホンザルでは
3頭の毛づくろいも稀ではあるが、生じる。この 3頭毛づくろいの分析を実施した。 
 3頭毛づくろいは 2つのパターンがある。個体 Aが個体 Bを毛づくろいし、個体 Bが毛づ
くろいを受けながら個体 Cに毛づくろいするパターンで L（直線）タイプと命名した。個体 X
と個体 Yが同時に個体 Zに毛づくろいする 3頭毛づくろいを TO（two to one）タイプと命名
した。L タイプでも、TO タイプでも、どちらも直接毛づくろいをしている・されている個体
が血縁個体である（母系血縁度が 1/8以上）場合は、エピソードの 60%前後であり、この割合
は 2 個体間毛づくろいと近似していた。ところが、TO タイプの直接の毛づくろいを行ってい
ない Xと Yが血縁関係であったエピソードの割合は実に 80％を超えていた。毛づくろいの対
象になる個体は、通常は血縁個体であったり、順位が高い個体であったりして、魅力的な存在
であることが多い。この魅力的な存在に対して、2 頭が同時に毛づくろいするのであるから、
毛づくろいする個体は互いに、すでに親和的である個体、すなわち、近縁個体であると言える。
これらの事実から、稀にしか生じない 3頭毛づくろいではあるが、親しい関係を確認し、より
強める機能を有していると推測された。 
 
（２）ニホンザル集団の α（第 1位）オスになる前後のオトナメスとの毛づくろい関係： 
ニホンザル集団の研究はすでに 60 年を超え、集団の中には第一位オスあるいは α オスと称さ
れる最も優位なオスが存在し、α オスの交替が時々生じることもよく知られた事実である。し
かし、依然として、α オスになる前後の行動を比較可能なレベルで提示した研究は少ない。そ
こで、本研究ではオトナの毛づくろいデータを基に、α オスになる前となってからの当該オス
の毛づくろい関係の変化を明らかにすることを目指
した。 

2003 年から 2016 年の期間の合計 14 年間に、7
頭のオスが αオスになった。これら 7頭の成体オス
が αオスになる直前（6頭は βオス、残りの 1頭は
第 4位以下）の 1カ月から 5カ月間の毛づくろいの
頻度（実施した 20 分ごとのセッションの中で、毛
づくろいが記録されたセッションの数の割合）がお
およそ 10%以下であったのに対して、αオスになっ
てからの 3カ月間以内の毛づくろい頻度はほとんど
のオスで 20%を超えていた。さらに、αオスになっ
て半年以上経過してからの毛づくろいの頻度はおお
むね 10%から 20%の間に収斂した。つまり、αオス
になると短期的に毛づくろい（特に、オトナメスか
ら受ける毛づくろい）が増加するが、α オスになっ
てから半年以上が経過すると、その頻度は低下し、
どの αオスでもかなり類似した範囲に収斂すること
が明らかになった。 
 
（３）ワオキツネザル飼育 2集団における出産前後の親和行動の比較： 南半球のマダガスカ
ルに生息するワオキツネザルは、南半球の春の時期に当たる 8月下旬から 9月の限られた期間
に出産期がある。出産期にはオトナメスのほとんどが出産を経験することが知られている。北
半球の日本の愛知県犬山市の日本モンキーセンターの飼育集団では、3月下旬から 4月上旬に
出産のピークがある。この出産を挟む出産前の 3月と出産後の 4月に、各個体が他個体から受
けた「舐める」などの親和的行動の単位時間当たりの頻度を比較した。対象となった 7頭の全
てのメスで、出産前に比べて、出産後には、有意に、親和的行動を受ける頻度が増加していた。
この事実は、出産したメスが互いに相手の子ザルをなめ合う、あるいは、毛づくろいをし合う
だけでなく、子を産まなかったメスやオトナオスも、子持ちメスに親和的に関わることが多く
なったことを意味している。つまり、赤ん坊の誕生は、一時的であっても、集団の凝集性を高
める効果があると言える。 
 
（４）飼育トクモンキー集団の近接関係：ニホンザルやトクモンキーはマカク属のサルである。
マカク属の各種は、厳格な順位関係を持ち、血縁の結びつきが強いグループから、順位関係が
必ずしも明確ではなく、血縁個体以外の個体とも親和的な関わりを持つことが多いグループに
区分される。その中で、ニホンザルは最も厳格なグループを代表するサルで、他方、トクモン
キーは優劣関係が穏やかで寛容な個体関係のグループに分類されている。しかし、トクモンキ
ーにおいては、個体識別に基づいた詳細な社会関係の行動記録は、飼育集団においても少ない
状況であった。そこで、ときわ動物園の 2集団を対象にして、行動観察を実施した。トクモン
キーの親和関係は、血縁や順位に明瞭に規定されるのではなく、毛づくろいのような明確で、
積極的な親和行動だけでなく、身体を接して座るなどの行動においても、多様な結びつきがあ
ること、すなわち、寛容な社会関係を確認することができた。 
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（５）飼育ゴリラ集団の昼間の近接関係と早朝の同室率に関する分析： サンディエゴ・サ

ファリパーク(旧、サンディエゴ・ワイルドアニマルパ
ーク、カリフォルニア州)では、１頭のシルバーバック
と数頭のオトナメス、その子供たちからなるゴリラ集
団が飼育されている。昼間は約 1200m2の屋外放飼場
で過ごし、夜間はゴリラ舎内の 2 から 8 室で過ごす。
日によって、利用できる室の数は変わるが、通常は 7
室である。ゴリラたちはどの部屋で過ごすのかを自由
に選択することができる。1997年夏から、毎朝、飼育
担当者がゴリラ舎に到着したときに、各ゴリラがどの
部屋にいるのかを記録している（early morning 
check）。また、昼間、ゴリラが放飼場にいるときには、
研究代表者の中道が 1時間に 1回の頻度で、各ゴリラ
の 5m 以内の近接個体の記録を 1997 年から、秋と春
に実施している。そこで、データのある 2004 年春期
から 2009年秋期までの 5年間 10期間における早朝の
ゴリラ舎での同室率と屋外放飼場での近接率を比較し
た。当該期間の集団の構成は、オトナオス 1頭、オト
ナメス 4頭、若メス 2頭、若オス 1頭であった。屋外
放飼場の近接のデータ収集は毎年、春期は 3月または
4月に、秋期は10月または11月に実施しているので、
これに合わせるために早朝のデータも同じく、3-4 月
および 10-11月のデータを用いた。 

当該期間におけるシルバーバック（オトナオス）1頭とオトナメス 4頭の放飼場での近
接関係はほぼ一定で、特定の 2頭のメスの近接が高く、1頭のメスが比較的一人で過ごす
傾向が高かった。他方、早朝の部屋の選択では、放飼場ではひとりで過ごす傾向が強かっ
たオトナメスがシルバーバックと同じ部屋で過ごす傾向を強く示す期間があった。このよ
うに、屋外と屋内の近接関係が必ずしも同じではないことが定量的に示された。他方、1
頭の若オスは成長に伴って、部屋の選択でも屋外でもひとりで過ごす傾向が強くなった。 
さらに、シルバーバック（リーダーオス）と 4頭のオトナメスの放飼場での昼間の近接
関係を 12 年間にわたって記録し、その分析から、シルバーバックと各メスの近接関係は
長期にわたって安定していることも確認された。 
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